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　「議長団」は、全学学類・専門学群・総合学域群代表者会議（以下、全代会）全体の運営をつかさどる。令和６年５月に行われた
選挙の結果、令和６年度は議長に３年次の学生が１人、副議長に２年次と３年次の学生が１人ずつ選出された。これからの全代会を
導き、未来へつなげていくのはどんな人たちなのだろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（篠﨑）

　みなさんこんにちは。令和６年度議長を務
めます、情報科学類３年の近

こん

藤
どう

拓
たく

未
み

です。学
内行事委員会をはじめ多数の委員会に所属し
ています。昨年度は、委員会活動だけでなく、

「２０２０年度筑波大学入学式」など全代会
主催のさまざまなプロジェクトの中核を担い
ました。その経験を通じて、大学の諸組織と
協力したり、さらにリーダーとして活躍した
りしたいと思い、議長に立候補しました。今
年１年間を通して、全代会という組織の活動
が、想いが、１つでも多く皆さんの手元に届
くよう精一杯頑張っていきます。

　おはようございます。令和６年度副議長、
地球学類３年の澁

しぶ

谷
や

耕
こう

大
だい

と申します。
　現在、情報処理推進特別委員会（ＩＰＣ）
委員長を兼任しており、総務委員会情報部門
にも所属しています。これまで、情報技術の
持つ力を活用し、全代会、さらには全学へ良
いインパクトを与えるよう努力をしてきまし
た。今後副議長として、全代会と各クラス代
表者会議との関係性強化、及び全代会、ひい
ては全学における情報技術の活用をより進め
ていきたいと思っております。

議長団特集

　趣味として、野外を歩き回って露
ろ

頭
とう

を観察
し、そこにある堆積構造や層

そう

序
じょ

が黙して語る
その場所の形成の歴史を感じ取るのが好きで
す。グラデーションのように移り変わる地層
はとても面白いと思っています。

露頭…地層・岩石が露出している場所。

　趣味はドラマを見ることです。今季のドラ
マはもちろん、昔放送していたドラマもサブ
スクリプションでよく見ています。その中で
も特に好きなドラマは「ブラックペアン」です。
音楽やラジオを聴くことも好きです。ラジオ
はもっぱらオールナイトニッポンを聴いてい
ます。

　令和６年度全代会副議長、国際総合学類２
年の桑

くわ

原
はら

侑
ゆうと

と申します。生活環境委員会と新
入生歓迎特別委員会に所属しています。昨年
度は、学生生活環境の向上と全代会活性化の
ための内部規則改善を目指し活動してきまし
た。その活動の中で、私が気づいたのは学生
と大学教職員の「溝」です。この溝を埋める
ため、今年度は副議長として制度整備を推し
進め、全代会が学生と大学教職員間の「架け
橋」になるよう努めます。

地球学類３年　澁谷耕大

国際総合学類２年　桑原侑

情報科学類３年　近藤拓未

　「
２
０
２
０
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
っ
て
入
学

式
を
挙
行
で
き
な
か
っ
た
。
感
染
拡
大

が
落
ち
着
い
た
今
、
先
輩
方
に
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
、
２
０
２
０
年

度
筑
波
大
学
入
学
式
を
実
現
し
た
か
っ

た
」
と
林

は
や
し

凜り
ん

太た

郎ろ
う

前
議
長
（
社
会
工
学

類
４
年
）
は
話
す
。
取
材
で
は
、
こ
の

式
典
に
掛
け
た
思
い
、
や
り
が
い
を
感

じ
た
瞬
間
を
聞
く
。

　
２
０
２
０
年
度
入
学
生
に
ど
の
よ
う

な
場
面
で
お
世
話
に
な
っ
た
の
か
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、「
２
０
２
０
年
度
入
学

の
２
０
２
２
年
度
副
議
長
が
、
自
分
に

議
長
を
勧
め
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
議
長
と
い
う
特
別
な
経
験

が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
感
謝
し
て
も

し
き
れ
な
い
。
加
え
て
、
自
分
は
総
合

学
域
群
の
第
１
期
生
だ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
学
群
の
新
歓
団
体
が
存
在
せ
ず
、

２
０
２
０
年
度
入
学
の
有
志
の
先
輩
方

が
新
歓
を
し
て
く
だ
さ
り
、
今
で
も
良

い
思
い
出
に
な
っ
て
い
る
」と
語
っ
た
。

　
全
代
会
で
は
、
年
に
１
度
構
成
員
に

よ
る
海
外
研
修
を
行
い
、
海
外
の
学
生

と
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年

度
の
海
外
研
修
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
工

科
大
学
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
デ
ィ
リ
マ

ン
校
を
訪
れ
、
各
大
学
の
学
生
組
織
と

交
流
し
た
。

　
海
外
研
修
の
目
的
は
、
大
学
に
お
け

る
国
際
化
の
推
進
や
、
留
学
生
を
取
り

巻
く
環
境
の
整
備
で
あ
る
と
竹た

け

之の

内う
ち

美み

来く

（
化
学
類
３
年
）
は
語
る
。
昨
年
度

の
海
外
研
修
で
は
、
留
学
生
の
意
見
を

２
０
生
へ
の
感
謝

日
本
を
飛
び
出
し
て

　所属しているサークルは弓道同好会春霞と
Lilac - 謎解き制作委員会 - です。弓道をする
ことで精神統一をしたいと思っています。好
きなことは Minecraft などのゲームで遊ぶこ
とやカラオケをすることです。

　
昨
年
度
の
全
代
会
の
特
徴
と
し
て
、

従
来
よ
り
も
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
き

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
具
体
的
に

は
、「
海
外
研
修
」
の
実
施
や
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
対
面
で
の
入
学
式
が
実
施
さ
れ
な

か
っ
た
２
０
２
０
年
度
入
学
生
の
た
め

の
「
２
０
２
０
年
度
入
学
式
」
の
開
催

が
挙
げ
ら
れ
る
。「
こ
れ
ま
で
」
の
全

代
会
に
何
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
「
こ
の

さ
き
」
の
全
代
会
に
ど
う
つ
な
が
っ
て

い
く
の
か
。
本
特
集
で
は
、
各
活
動
に

携
わ
っ
た
人
に
対
し
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
っ
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　（
篠
﨑
）

２
０
生
入
学
式

　
こ
の
式
典
を
開
催
す
る
の
は
か
な
り

大
変
だ
っ
た
と
い
う
。「
イ
ベ
ン
ト
の

運
営
経
験
が
乏
し
か
っ
た
た
め
、
計
画

の
策
定
や
進
捗
管
理
な
ど
が
難
し
か
っ

た
。
加
え
て
、
準
備
を
進
め
て
い
く

と
、
当
初
思
い
描
い
て
い
た
卒
業
生
同

士
が
交
流
し
合
う
和
や
か
な
入
学
式
か

ら
、
厳
か
な
入
学
式
へ
と
方
向
転
換
し

た
。
そ
の
た
め
、
臨
機
応
変
に
タ
ス
ク

を
遂
行
し
て
い
く
こ
と
が
大
変
で
あ
っ

た
」
と
明
か
す
。「
し
か
し
、
開
催
こ

そ
大
変
だ
っ
た
も
の
の
、
多
く
の
人
の

笑
顔
や
２
０
２
０
生
か
ら『
報
わ
れ
た
』

『
ま
さ
か
今
で
き
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
』
な
ど
の
感
謝
の
言
葉
を
貰
え
た
こ

と
で
こ
れ
ま
で
の
苦
労
が
報
わ
れ
た
」

と
語
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　（
小
野
）

イ
ベ
ン
ト
を
終
え
て

海
外
研
修

ど
の
よ
う
に
集
約
す
る
か
、
留
学
生
と

現
地
学
生
と
の
溝
を
ど
の
よ
う
に
埋
め

る
か
に
つ
い
て
、
各
大
学
の
学
生
組
織

と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
　

　
海
外
研
修
を
終
え
て
、
よ
り
留
学
生

に
と
っ
て
過
ご
し
や
す
い
キ
ャ
ン
パ
ス

に
し
て
い
き
た
い
と
竹
之
内
は
話
す
。

具
体
的
に
は
、
全
代
会
構
成
員
中
の
留

学
生
の
数
を
さ
ら
に
増
や
し
、
留
学
生

の
意
見
を
積
極
的
に
集
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
。
そ
の
た

め
に
、
留
学
生
向
け
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
お
け
る
ク
ラ
ス
代
表
制
度
の
策
定
を

進
め
て
い
き
た
い
と
語
っ
た
。
　（
龍
）

経
験
を
糧
に

羽ばたけ
！全代会

構成員

議長挨拶をする林

訪問校で栽培されたマンゴーを試食する竹之内（右か
ら 3 人目）

文化交流をする竹之内（前列右から 3 人目）
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編集後記
　智に働いて角が立ち、情に棹さして流された一年であった。

　元々、昨年度末までの任期だったがご縁あって今号まで編集長

を担当した。読者への感謝と全代会の益々の発展を願い、編集後

記とさせていただく。ありがとうございました。

第
６
回
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議

第
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回
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議
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３
回
本
会
議

第
７
回
本
会
議

第
２
回
意
見
聴
取
会

第
９
回
本
会
議

第
１
回
本
会
議

第
２
回
本
会
議

第
１
回
意
見
聴
取
会

※出席人数は閉会時の人数とする

（大谷）
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全代会｜全代会活動報告

日
時
：
令
和
５
年
12
月
20
日 

18
時
30
分

場
所
：
３
A
２
０
４
・M

icrosoft Team
s

出
欠
：
出
席
54
　

議
題
１
『
令
和
５
年
度
筑
波
大
学
学
園
祭
総
括
報
告
書

の
承
認
に
つ
い
て
』

【
結
果
】賛
成
51
、
保
留
０
、
反
対
０
、
棄
権
３

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

議
題
２ 

『
２
０
２
０
年
度
入
学
生
向
け
筑
波
大
学
入

学
式
の
開
催
に
つ
い
て
』

【
結
果
】賛
成
42
、
保
留
６
、
反
対
２
、
棄
権
４

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

日
時
：
令
和
６
年
１
月
17
日 

18
時
33
分

場
所
：
３
A
４
０
２
・M

icrosoft Team
s

議
題
１『
令
和
６
年
度
新
入
生
歓
迎
活
動
規
制
』

日
時
：
令
和
６
年
１
月
24
日 

18
時
30
分

場
所
：M

icrosoft Team
s

出
欠
：
出
席
49

議
題
１『
新
歓
活
動
規
程
の
承
認
に
つ
い
て
』

【
結
果
】賛
成
47
、
保
留
０
、
反
対
０

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

議
題
２
『
令
和
6
年
度
学
園
祭
学
生
分
担
金
の
額
及
び

納
入
方
法
に
つ
い
て
』

【
結
果
】賛
成
48
、
保
留
０
、
反
対
０
、
棄
権
１

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

日
時
：
令
和
６
年
６
月
19
日 

18
時
30
分

場
所
：
３
A
４
０
２
・M

icrosoft Team
s

出
席
：
全
代
会
構
成
員
、
学
園
祭
実
行
委
員

議
題
『
筑
波
大
学
学
園
祭
一
次
実
行
計
画
書
に
つ
い

て
』

日
時
：
令
和
６
年
７
月
10
日 

18
時
30
分

場
所
：
３
A
２
０
４
・M

icrosoft Team
s

出
欠
：
出
席
47

議
題
１『
学
園
祭
実
行
計
画
書
の
承
認
に
つ
い
て
』

【
結
果
】賛
成
44
、
保
留
０
、
反
対
０
、
棄
権
２

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

議
題
２『
２
０
２
３
年
度
決
算
案
』

【
結
果
】賛
成
43
、
保
留
１
、
反
対
０
、
棄
権
３

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

日
時
：
令
和
６
年
２
月
14
日 

18
時
30
分

場
所
：
３
A
２
０
４
・M

icrosoft Team
s

出
欠
：
出
席
48
　
学
園
祭
実
行
委
員
１

議
題
『
令
和
５
年
度
筑
波
大
学
学
園
祭
決
算
報
告
書
の

承
認
に
つ
い
て
』

【
結
果
】賛
成
42
、
保
留
３
、
反
対
０
、
棄
権
２

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

日
時
：
令
和
６
年
３
月
21
日 

18
時
30
分

場
所
：
３
A
２
０
４
・M

icrosoft Team
s

出
欠
：
出
席
42

議
題
１
『
選
挙
に
関
す
る
全
代
会
規
定
の
制
定
に
つ
い

て
』

【
結
果
】賛
成
36
、
保
留
３
、
反
対
０
、
棄
権
３

賛
成
票
が
全
代
会
構
成
員
の
過
半
数
（
40
票
以
上
）
に

満
た
な
か
っ
た
め
、
当
該
議
案
は
保
留
に
な
っ
た
。

日
時
：
令
和
６
年
５
月
８
日 

18
時
36
分

場
所
：
３
A
２
０
４
・M

icrosoft Team
s

出
欠
：
出
席
60

『
議
長
選
挙
』

【
立
候
補
者
】近
藤
拓
未（
情
報
科
学
類
３
年
）

【
結
果
】信
任
54
、
不
信
任
５
、
棄
権
０

全
代
会
構
成
員
の
過
半
数
の
信
任
を
得
た
た
め
、
近

藤
が
議
長
に
選
出
さ
れ
た
。

『
副
議
長
選
挙
』

【
立
候
補
者
】澁
谷
耕
大（
地
球
学
類
３
年
）

　
　
　
　
　
桑
原
侑（
国
際
総
合
学
類
２
年
）

【
結
果
】

澁
谷
候
補
：
信
任
55
、
不
信
任
３
、
棄
権
０

桑
原
候
補
：
信
任
48
、
不
信
任
９
、
棄
権
１

全
代
会
構
成
員
の
過
半
数
の
信
任
を
得
た
た
め
、
澁

谷
と
桑
原
が
副
議
長
に
選
出
さ
れ
た
。

日
時
：
令
和
６
年
６
月
12
日 

18
時
30
分

場
所
：
３
A
２
０
４
・M

icrosoft Team
s

出
欠
：
出
席
57
　
監
察
役
２

議
題
１
『
令
和
７
年
度
学
園
祭
開
催
に
関
す
る
要

請
』

【
結
果
】賛
成
54
、
保
留
０
、
反
対
０
、
棄
権
３

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

議
題
２『
２
０
２
３
年
度
決
算
案
』

採
決
に
必
要
な
情
報
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
本
議

案
は
保
留
さ
れ
た
。

議
題
３『
２
０
２
４
年
度
予
算
案
』

【
結
果
】賛
成
45
、
保
留
８
、
反
対
２
、
棄
権
２

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

全
代
会
活
動
報
告
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